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Ⅰ．緒　言
　リオ2016パラリンピック競技大会では，日本は銀10個，
銅14個の活躍をおさめ1），2020年の東京パラリンピック
に向けて，金メダル22個以上獲得を目標にさらに競技力
向上が目指されている2）。冬季種目においても，札幌市
が2026年冬季オリンピック・パラリンピック招致に向け
て取り組むことを表明したことから3），ビックスポーツ
イベントの国内開催・招致を目前に競技力向上は今後幅
広いスポーツ種目でますます進められることが考えられ
る。
　障がい者スポーツの競技力向上には，公益財団法人日
本障がい者スポーツ協会・日本パラリンピック委員会
（Japanese Paralympic Committee：JPC）が，医・科学・
情報サポート事業（以下，JPCサポートと略す）を各競
技団体と協力して展開してきた。本事業では，各競技の
日本代表選手及び強化指定選手の国際競技力向上のため
の医・科学支援と，その体制構築として専門分野のプロ
ジェクトチームやサポートスタッフの組織化がおこなわ
れている4）。
　北翔大学は，北海道におけるスポーツ系大学として，
これまで特に冬季スポーツのアスリートサポートに多く
の研究・教育的貢献を果たしてきた5－8）。特別支援学校
教諭養成における研究・教育も進めてきたことから，障
がい者スポーツの振興にも貢献実績を持つ9）。障がい者
スポーツのアスリート支援は，本学の特色と合致した事
業といえる。このような研究教育活動，運動施設や測定
機器の充実を背景に，本学は平成27年７月１日にJPCサ
ポート・フィットネスチェック実施協力機関の認定を受
けた。本稿では，この事業内容と認定に伴う本学の態勢
について報告することとした。
Ⅱ．JPCサポート・フィットネスチェック
　JPCサポートのプロジェクトは，栄養，心理，映像技術，
トレーナー，フィットネスチェック，バイオメカニクス
とJPC事務局で構成されている4）。本学は，このフィッ
トネスチェック領域の実施協力機関となった。フィット
ネスチェック領域は，サポートスタッフとして平成28年
度は16名が委嘱されており，筆者もその１人として参加
することとなった。
　フィットネスチェックサポートでは，障がい者アス
リートの体力測定評価が中心的な支援となる。体力測定
評価は，重点強化ランクＡ～Ｄの全強化指定選手を対象
に行う「アスリートチェック」と，依頼のあった競技団
体の選手を対象に行う「現場帯同型フィットネスチェッ
ク」の２種類が現在行われている。主な実施方法は，競
技団体の合宿期間中にサポートスタッフが合宿先を訪れ
て実施する方法と，合同測定会を開催し，競技団体に関
係なく一同に選手が集まって測定を実施する方法であ
る。合同測定会は，サポートスタッフの所属する大学や
ナショナルセンターが会場となってきた。平成27年度か
ら対象指定選手のランクが拡大して測定人数が大幅に増
え，今後競技団体のごとの強化も進むと考えられること
から，合同測定会の会場の増加も必要となった。本学
は，北海道地域あるいは冬季競技種目選手のフィットネ
スチェックを推進する拠点の一つとなることが期待され
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ている。
　体力測定項目は，下記に示す中から対象者の特性に応
じて実施する。
１．体格・身体組成
　・身長、体重
　・体脂肪率
　・周囲径
２．体力項目
　・握力（筋力）
　・長座体前屈、肩関節柔軟性（柔軟性）
　・立ち幅跳び、垂直跳び、メディシンボール投げ（筋
パワー）
　・全身反応時間（敏捷性）
　・20ｍシャトルラン（持久性）
　測定器材は，アスリートチェック専用で用意され統一
的な評価を行う体制となっている。
　障がい者スポーツアスリートの特性は，さまざまであ
ることが考えられるため，特性を考慮しながら，安全か
つ正確な測定を行っていくことが必須となる。競技力向
上に貢献していくためには，経験を積んだサポートス
タッフおよび既に実施協力機関として測定を行っている
大学等との情報共有や密な連携が必要と考えている。
Ⅲ．これまでの活動
　平成27年度の実施協力機関の認定を受けるにあたり，
研究センター内にこれに専門に当たる研究プロジェクト
を組織した。プロジェクトの研究員は，アスリートサポー
ト，障がい者スポーツ等の分野で実績を持つ教員で構成
された。
　実際のフィットネスチェック実施には，競技団体との
調整が必要となるが，本学は平成28年度から実施機関と
して競技団体に提示されたため，まだ各競技団体に認知
されていないのが現状といえる。今後の本学での合同測
定会実施に向けて，他会場での測定補助，会議や研修会
を通じた競技団体との関係構築を現在進めている。
Ⅳ．今後の展開
　文部科学省が2000年に示した新体力テストの測定項目
は，行動体力を基本とし，構成要素をスピード，全身持
久力，筋パワー（瞬発力） ，巧緻性，筋力，筋持久力，
柔軟性及び敏捷性としている。このテストは，測定方法
の簡易化やテスト項目数の精選から所要時間の短縮化さ
れ，多くの国民の体力を定量評価することに有効であっ
た。また，蓄積されたデータを時系列で比較・活用でき
ることも意義深い。しかし，これまでの体力測定に関わ
る研究は，その対象を健常者として検討されてきたもの
が多く，パラリンピック等を目指す障がい者スポーツア
スリートを対象とした大規模な調査研究は遅れているの
が現状である。
　フィットネスチェックサポート事業において障がい者
スポーツ選手を対象に継続的な測定を実施し，選手の体
力レベルの定量評価を行い，測定結果をデータベース化
することにより，体力レベルの変化や選手間比較，選手
発掘のための資料を提供することが期待される。
Ⅴ．要　約
　本研究報告では，本学がJPCサポート・フィットネス
チェック実施協力機関の認定を受けたことに伴い，障が
い者スポーツアスリートの支援に向けての態勢を整えら
れ，その経緯と内容，今後の展開について示した。本学
が，北海道地域や冬季種目における障がい者スポーツの
発展や生涯スポーツの振興の拠点として貢献していける
よう，今後研究を進めて行く。
付　記
　本研究は，平成27年度北翔大学生涯スポーツ研究セン
ター選定事業の認定をうけた．
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Abstract
　　　　　As part of Hokusho University’s certiﬁ cation as a cooperative institute of physical 
ﬁ tness checkup by the Japanese Paralympic Committee, a project of para-sports athlete support 
was started in 2015. The physical ﬁ tness checkup is constructed from body composition, muscle 
strength, endurance, agility, flexibility, muscle power and items related each para-sport. The 
project was set up with researchers who have experiences in athlete support and para-sports 
support. Although actual research has not started yet, the project is ready to conduct the 
physical ﬁ tness checkup. The support would further the development of para-sports especially 
in the Hokkaido area and also of winter para-sports. 
key words: para-sports, athlete support, ﬁ tness check
